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村
が
行
い
ま
す
。

保
険
証
＝
現
在
の
保
険
証

に
代
わ
り
新
た
に
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
一

人
に
一
枚
保
険
証
が
交
付
さ

れ
ま
す

医
療
費
の
自
己
負
担
＝
老

人
保
健
制
度
と
同
じ
く
、
一

般
の
人
は
１
割
負
担
、
現
役

並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
で

す
費
用
の
負
担
＝
医
療
機
関

で
支
払
う
窓
口
負
担
分
を
除

平
成
２０
年
４
月
か
ら
現
行

の
「
老
人
保
健
制
度
」
に
代

わ
り
、
７５
歳
以
上
の
人
と
一

定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の

人
が
対
象
と
な
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り

ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

▼
対
象
（
被
保
険
者
）
は
、

７５
歳
以
上
の
人
と
一
定
の
障

害
が
あ
る
と
広
域
連
合
の
認

定
を
受
け
た
６５
歳
以
上
７５
歳

未
満
の
人
で
す
▼
対
象
者

は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険

（
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
、

船
員
保
険
な
ど
）
か
ら
脱
退

し
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
▼
対
象
と
な
る
す
べ

て
の
人
に
保
険
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
▼
保
険
料

は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天

引
き
し
ま
す

ま
た
、
平
成
２０
年
４
月
以

降
に
７５
歳
に
な
る
人
も
、
誕

生
日
当
日
か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

京
都
府
で
は
、
府
内
の
全

市
町
村
が
加
入
す
る
「
京
都

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」
が
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」の
運
営
を
行
い
ま
す
。

保
険
料
の
徴
収
や
届
出
の
受

け
付
け
な
ど
の
事
務
は
市
町

い
た
後
期
高
齢
者
医
療
に
か

か
る
費
用
は
、
公
費
（
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
）
約
５

割
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

（
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
）

約
４
割
、
後
期
高
齢
者
の
保

険
料
約
１
割
で
賄
わ
れ
ま
す

保
険
料
＝
保
険
料
は
個
人

単
位
で
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
も
含
め
、

す
べ
て
の
人
に
保
険
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
の
少

な
い
人
や
被
保
険
者
と
な
る

前
日
ま
で
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
保

険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
率
に
関
す
る
こ

と
は
、
広
域
連
合
議
会
で
１１

月
ご
ろ
に
決
定
す
る
予
定
で

す
保
険
料
の
納
付
方
法
＝
保

険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す

（
特
別
徴
収
）。
た
だ
し
、
年

金
の
年
額
が
１８
万
円
未
満
の

人
な
ど
は
天
引
き
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
特
別
徴
収
さ

れ
な
い
人
は
、
口
座
振
替
な

ど
で
市
町
村
に
納
め
て
く
だ

さ
い
（
普
通
徴
収
）

給
付
＝
給
付
は
、
療
養
の

給
付
、入
院
時
食
事
療
養
費
、

入
院
時
生
活
療
養
費
、
療
養

費
、
高
額
療
養
費
な
ど
が
あ

り
、
老
人
保
健
制
度
と
同
様

の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

く
わ
し
く
は
、
国
保
医
療

課
（
�
６４
・
１
３
３
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭和27年に『田辺町政だより』として第1号を発
行してから55年。現在は『広報京たなべ』と名前を
変え、今回で通算600号となりました。広報紙は、
年月とともに名称や紙の大きさを変えてきました。
しかし、市から発信する情報をわかりやすく正確に、
市民の皆様へお届けするという思いは変わっていま
せん。
より住み良いまち、住んでいて良かったと思える
まちを、市民の皆様とともに作っていくためには、

皆様からの声をよく聞き、正確な情報をお伝えする
ことが大切だと考えております。
この600号はあくまでも通過点です。これから、
厳しい財政状況の中、多様化する市民ニーズに対応
していくためには、市民と行政が力合わせてまちづ
くりに取り組む必要があります。市民の皆様と行政
が一緒に考え、協働し、すばらしい京田辺を作って
いくためにも、広報紙を通じ、いろいろな行政情報
を正しく、かつ迅速にお伝えしてまいります。

な
い
人

必
要
書
類
＝
市
木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
派
遣
申
込
書

（
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な

る
場
合
は
同
意
書
を
添
付
）、

自
己
診
断
結
果
書
「
誰
で
も

で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診

断
」（
施
設
管
理
課
で
配
付
）、

建
築
確
認
通
知
書
・
住
宅
の

登
記
簿
謄
本
・
固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
な
ど
（
所
有

者
・
建
築
年
数
が
わ
か
る
書

類
。
所
有
者
と
居
住
者
が
異

な
る
場
合
は
賃
貸
契
約
な
ど

所
有
者
と
居
住
者
が
わ
か
る

書
類
）

費
用
＝
自
己
負
担
金
２
千

円（
診
断
終
了
時
に
支
払
い
）

募
集
戸
数
＝
先
着
８
戸

し
め
き
り
＝
１２
月
２１
日
�

派
遣
時
期
＝
申
し
込
み
１

カ
月
か
ら
２
カ
月
後

申
込
・
問
合
せ
先
＝
施
設

管
理
課（
�
６４
・
１
３
４
２
）

平
成
２０
年
度

当
初
予
算
は
、

私
が
市
長
に
就

任
し
て
編
成
を

い
た
し
ま
す
初

め
て
の
予
算
で

す
。現

在
、
大
き

な
変
革
期
に
あ

り
、
国
と
地
方
の
関
係
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
と
本

市
の
財
政
状
況
の
も
と
、
市
の
将
来
に
わ

た
る
持
続
的
な
発
展
と
、
市
民
生
活
の
向

上
を
目
指
し
、
次
の
３
点
を
予
算
編
成
の

柱
と
し
ま
し
た
。

３
つ
の
基
本
方
針

１
点
目
は
、「
積
極
的
な
財
源
確
保
」

や
「
事
務
事
業
の
見
直
し
」
な
ど
に
よ
り

財
政
健
全
化
の
推
進
に
取
り
組
む
。

２
点
目
は
、
京
田
辺
市
活
性
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」「
快
適
で
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
」「
心
に
う
る
お
い
の
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

計
画
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
。

３
点
目
は
、
既
存
の
事
務
事
業
に
お
い

て
も
「
費
用
対
効
果
」
な
ど
の
観
点
か
ら

再
度
そ
の
中
身
を
見
直
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図
る
。

以
上
の
３
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

危
機
感
持
ち
創
意
工
夫
を

さ
ら
に
職
員
に
は
、「
年
々
行
政
ニ
ー

ズ
が
拡
大
傾
向
に
あ
っ
て
も
、
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
運
営
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
る
」
と
付
け
加
え
、
今
後
行
う
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が

危
機
感
を
持
っ
て
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら

市
民
へ
の
「
や
さ
し
さ
」
や
「
気
配
り
」

を
忘
れ
な
い
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

新
年
度
の
予
算
編
成
作
業
が
本
格
化
し
て

い
き
ま
す
。
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
取

り
組
み
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

持続的な発展と市民生活向上を 

20年度当初予算編成へ 20年度当初予算編成へ 

耐
震
診
断
士
を

派
遣
し
ま
す

市
は
地
震
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
る
た
め
、
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
＝
市
内

に
あ
る
木
造
住
宅
で
次
の
要

件
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し
て

い
る
も
の

②
延
べ
床
面
積
が
２
４
０

�
以
下
で
、
そ
の
２
分
の
１

以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の

③
自
己
診
断
「
誰
で
も
で

き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

の
結
果
、
評
点
が
１０
点
未
満

で
あ
る
こ
と

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者

ま
た
は
住
居
者
で
、
市
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
な
ど
を
滞
納
し
て
い

広報を通じて

京田辺市長　石井明三

「
後
期
高
齢
者
医
療
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
」
始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す 

老
人
保
健
に
代
わ
る
新
た
な
制
度 

来年4月から 

「
後
期
高
齢
者
医
療
」
始
ま
り
ま
す 

広
報
紙
が
通
算
　
号

広
報
紙
が
通
算
　
号 

600

広
報
紙
が
通
算
　
号

広
報
紙
が
通
算
　
号 

600

広
報
紙
が
通
算
　
号 

600

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ 

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ 

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ 

漫画「ノーマルおくさん」の作者・南久美子先生に
600号を記念して描いていただきました

市民の皆様とのまちづくりを
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保育所（園）の申込受付日時 

62-2681河原神谷69

大住虚空蔵谷4

150

松井ケ丘保育園 

河原保育所 

120

満5歳まで 

62-2055三山木南垣内3790

62-1054

大住保育園 

三山木保育所 

120 62-0468

草内保育所 草内五反田22-1120

大住下西野77

山手中央3（タウンプラザ内） 30 64-6775パステルキッズ 

満5歳まで 

午

後

３

時

〜

６

時

 
63-2649

私
　
　
　
立 

1月16日� 

申込用紙 
受付日時 

1月17日� 

1月15日� 

1月9日�  

市
　
　
　
　
立 

     

（
人
） 

定 

員 

電話番号 所 在 地  対象年齢 
（生後57日～） 

 保育所 
（園）名  

62-3641三山木南山6330南山保育所 1月18日� 

田辺西垣内36150 63-2335みみづく保育園 1月11日� 満5歳まで 

満2歳まで 

満2歳まで 

※パステルキッズ（松井ケ丘保育園分園）の申し込み受け付けは、松井ケ丘 
保育園で行います。 

1月10日� 

1月10日� 

対象年齢は、平成20年4月1日現在 

木曜日 
午前・午後 

定員 

火曜日 
午前・午後 

水曜日 
午後 木曜日 

午前 

水曜日 
午前 

平成16年4月2日
～平成17年4月1
日に生まれた人 

大　住 

水曜日 
午前 

平成17年4月2日
～平成18年4月1
日に生まれた人 

親子で一緒に楽しめ
るふれあい遊びや手
遊び・おもちゃ遊び
などを中心に行いま
す。 

各
　
　
　
人 

金曜日 
午前 

内　容 

ふれあい遊び・
手遊び・リズム
遊び・運動遊び
・制作など家庭
でも楽しめるこ
とを中心に行い
ます。 

金曜日 
午前・午後 

０
歳
児 

対象児の生年月

２
歳
児 

普賢寺 

平成18年4月2日
～平成19年2月28
日に生まれた人 

１
歳
児 

20

表／親子教室のクラス・内容など 
…
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
参
加
希
望
ク
ラ

ス
（
普
賢
寺
児
童
館
は
、
希

望
曜
日
と
時
間
も
）
・
住

所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
子
ど
も
の
性
別
と
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
返

信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
、
参
加
希
望
す
る
児
童
館

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
初

め
て
参
加
す
る
人
は
「
初
め

て
の
参
加
」
と
書
い
て
く
だ

さ
い
。
初
め
て
の
人
を
優
先

し
ま
す
が
、
応
募
者
多
数
の

市
の
人
権
擁
護
委
員
に
１０

月
か
ら
稲
川
康
子
さ
ん
（
普

賢
寺
下
大
門
６２
、
５７
歳
）
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
権
思
想

の
啓
蒙
啓
発
や
相
談
事
業
に

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

稲
川
さ
ん
の
言
葉

委
嘱
状
伝
達
を
受
け
た
翌

日
、
京
田
辺
市
長
か
ら
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

私
は
、
以
前
か
ら
高
齢
者

や
障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
で

多
く
の
方
々
と
関
わ
り
を
も

た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ

と
を
心
の
糧
に
、
こ
れ
か
ら

は
新
た
な
「
人
権
」
と
い
う

視
点
を
交
え
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
、
人
と
人
と
の
助

け
合
い
、
い
た
わ
り
合
う
心

豊
か
な
明
る
い
地
域
づ
く
り

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性

へ
の
暴
力
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

市
は
、
平
成
２０
年
度
の
保

育
所
（
園
）
入
所
希
望
者
を

受
け
付
け
ま
す
。
保
育
所

（
園
）
に
よ
っ
て
は
入
所
が

難
し
い
状
況
で
す
。
く
わ
し

く
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

児
童
・
保
護
者
と
も
市
内

に
在
住
し
、
住
民
票
を
有
し

て
い
る
保
護
者
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
さ
ら
に
同

居
の
親
族
（
６５
歳
未
満
）
な

ど
も
保
育
で
き
な
い
人

▼
保
護
者
が
家
庭
の
外
で

仕
事
を
し
て
い
て
保
育
が
で

き
な
い
▼
保
護
者
が
家
庭
で

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
▼

母
親
の
産
前
産
後
▼
保
護
者

が
病
気
・
負
傷
・
心
身
に
障

害
を
も
つ
た
め
保
育
が
で
き

な
い
▼
保
護
者
が
長
期
に
わ

た
り
、
病
人
や
心
身
障
害
者

の
介
護
を
し
て
い
て
保
育
が

で
き
な
い
▼
死
亡
・
行
方
不

明
・
拘
禁
な
ど
の
理
由
で
、

親
が
い
な
い
家
庭

【
保
育
時
間
】

▼
通
常
保
育
…
月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分
、
土
曜
日
の
午
前

８
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
▼
延

長
保
育
…
月
〜
土
曜
日
の
午

前
７
時
〜
８
時
３０
分
、
月
〜

金
曜
日
の
午
後
４
時
３０
分
〜

７
時
、
土
曜
日
の
午
前
１１
時

の
た
め
に
、
さ
さ
や
か
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
人
権
啓
発
推

進
課
（
�
６４
・
１
３
３
６
）

妊娠中、特に初期は赤ちゃんの成長は
もちろん、お母さんの健康を維持するた
めのとても大切な時期です。しかし、外
見からは、妊婦であるかどうか判断しに
くく、つらい症状があってもわかりにく
い場合があります。そこで、厚生労働省
が「健やか親子21」という母子保健の国
民運動の中でマタニティマークを作成
し、妊産婦さんへの思いやりある気遣い
を呼びかけています。「電車・バスなど
では、優先して席をゆずり、乗降時に協
力する」「近くでの喫
煙は控える」などご
協力をお願いします。
マタニティマーク
は、厚生労働省の
ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/0
3/h0301-1.html）からダウンロードして
利用できます。
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377）

場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
の
で

必
ず
抽
選
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い

同
じ
年
齢
の
ク
ラ
ス
で
両

児
童
館
の
教
室
を
兼
ね
て
の

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
め
き
り
＝
１１
月
２２
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
普

賢
寺
児
童
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門

田
６
・
３
、
�
６５
・
０
１
５

３
）
▼
大
住
児
童
館
（
〒
６

１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市

大
住
内
山
７
、
�
６８
・
２
２

２
５
）

知っていますかマタニティマーク 知っていますかマタニティマーク 

稲川康子さん

人
権
擁
護
委
員
に
稲
川
氏

明
る
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

女
性
へ
の
暴
力
根
絶

１１
月
１２
日
�
か
ら
２５
日
�

ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ

親
子
教
室
開
く

普
賢
寺
・
大
住
両
児
童
館

は
、親
子
教
室
を
開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
▼
普
賢
寺
児
童

館
…
平
成
２０
年
１
月
１５
日
�

〜
３
月
１４
日
�
の
ク
ラ
ス
ご

と
に
指
定
す
る
曜
日
▼
大
住

児
童
館
…
平
成
２０
年
１
月
１６

日
�
〜
３
月
１４
日
�
の
ク
ラ

ス
ご
と
に
指
定
す
る
曜
日

対
象
児
・
開
催
日
時
・
場

所
・
定
員
・
内
容
＝
下
表
の

と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
１１
時
▼
午
後
の
部

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業

市
は
、
１０
月
よ
り
「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
」
を
行
い
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。

平
成
１９
年
１０
月
以
降
に

生
ま
れ
た
乳
児
の
い
る
す

べ
て
の
家
庭
を
生
後
４
カ

月
ま
で
に
保
健
師
や
助
産

師
が
訪
問
し
ま
す
。
乳
児

の
健
康
や
育
児
の
こ
と
な

ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
訪
問
は
事
前
に
電

話
な
ど
で
連
絡
し
ま
す
。

本
事
業
は
、
子
育
て
支
援

医
療
証
申
請
時
に
案
内
し

て
い
ま
す
。
ま
た
は
、
母

子
手
帳
交
付
時
に
配
布
し

て
い
る
「
子
育
て
家
庭
の

た
め
の
健
康
ガ
イ
ド
」
巻

末
に
つ
い
て
い
る
「
新
生

児
出
生
通
知
書
」
を
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福

祉
課（
�
６４
・
１
３
７
７
）

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

保
育
所
の
入
所
受
け
付
け 

申
込
用
紙
の
交
付
は
１２
月
３
日
か
ら 

平成20年度 

き
て
い
く
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２７
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
三
山
木
福
祉
会
館

相
談
無
料
。要
事
前
申
込
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
女
性

交
流
支
援
ル
ー
ム
（
�
６５
・

３
７
２
７
）

本
市
で
も
期
間
中
、
田
辺

警
察
署
と
共
同
主
催
で
、
駅

前
街
頭
啓
発
や
パ
ネ
ル
展
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
女
性
交
流
支

援
ル
ー
ム
（
�
６５
・
３
７
０

９
）

女性に対する
暴力根絶のシ
ンボルマーク

女
性
の
た
め
の

出

張

相

談

市
は
、
女
性
の
た
め
の
出

張
相
談
を
行
い
ま
す
。

夫
婦
の
問
題
、
子
育
て
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
な
ど
、
女
性
が
生

３０
分
〜
午
後
４
時

【
申
込
用
紙
の
交
付
場

所
・
期
間
】

▼
各
保
育
所
（
園
）
＝
１２

月
３
日
�
〜
７
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
▼
こ
ど
も
福

祉
課
＝
１２
月
３
日
�
〜
平
成

２０
年
１
月
１８
日
�
午
前
８
時

３０
分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜

５
時
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
と
１２
月
２９
日
�
〜

平
成
２０
年
１
月
４
日
�
を
除

き
ま
す

【
受
付
期
間
・
場
所
】

第
１
次
申
込
受
付
＝
上
表

の
と
お
り
。
保
育
所
に
入
所

さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
必
ず
連

れ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

第
２
次
申
込
受
付
＝
平
成

２０
年
１
月
２４
日
�
〜
３１
日

�
・
こ
ど
も
福
祉
課

【
問
合
せ
先
】

こ
ど
も
福
祉
課
（
�
６４
・

１
３
７
６
）
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主
な
取
り
組
み

①
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

【
市
民
参
画
促
進
、
支
援

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
】

▼
市
民
参
画
の
促
進
と
支

援
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た

め
、
庁
内
に
「
市
民
参
画
施

策
調
整
会
議
」
を
設
置
し
ま

し
た▼

計
画
策
定
段
階
な
ど
で

市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
機

会
を
積
極
的
に
設
け
、
市
政

へ
の
市
民
参
画
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
」を
導
入
し
、

平
成
１８
年
度
は
２
つ
の
案
件

に
つ
い
て
意
見
募
集
を
実
施

し
ま
し
た

▼
同
志
社
大
学
な
ど
と
の

連
携
・
協
働
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、「
地
学
連
携

推
進
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
平
成
１８
年
度
は
、
５
つ

の
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
し
た

②
よ
り
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

【
電
子
自
治
体
の
推
進
】

▼
情
報
化
社
会
の
急
速
な

進
展
に
伴
う
市
民
の
生
活
様

式
の
変
化
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
発
信
の
強
化
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
各
種
申
請

書
、
届
出
書
な
ど
の
充
実
を

図
り
ま
し
た

▼
市
内
に
お
け
る
不
審
者

情
報
な
ど
を
電
子
メ
ー
ル
な

ど
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し

て
学
校
の
保
護
者
に
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
運
用

を
図
り
ま
し
た

③
効
率
的
な
行
財
政
運
営

【
新
た
な
都
市
経
営
の
仕

組
み
づ
く
り
】

▼
出
納
事
務
の
電
算
化
な

ど
の
進
展
に
伴
い
収
入
役
を

廃
止
し
助
役
が
兼
掌
す
る
こ

と
と
す
る
な
ど
、
分
権
時
代

に
お
け
る
特
別
職
の
体
制
の

見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た

【
民
間
委
託
の
推
進
】

▼
市
の
公
共
施
設
の
う

ち
、
新
田
辺
駅
東
自
転
車
駐

市
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
「
第
３
次

総
合
計
画
」
に
お
け
る
各
施

策
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た

め
、
新
た
な
自
治
体
経
営
の

仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た

「
行
政
経
営
改
革
」
と
、
持

続
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築

に
向
け
た
「
財
政
健
全
化
」

を
改
革
の
二
大
目
的
と
し

て
、
平
成
１８
年
３
月
に
「
行

政
改
革
実
行
計
画
」
を
策
定

し
、
健
全
な
行
財
政
運
営
と

自
主
・
自
立
で
き
る
自
治
体

へ
転
換
す
る
た
め
の
改
革
に

集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。実

行
計
画
で
は
、
平
成
２２

年
度
ま
で
の
５
年
間
に
「
市

民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
」「
よ
り
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」「
効
率
的
な
行
財
政
運

営
」
の
３
つ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
改
革
を
進
め
る
た

め
、
実
行
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

ご
と
に
具
体
的
な
実
施
時
期

や
目
標
な
ど
を
規
定
す
る
と

と
も
に
、
各
年
度
ご
と
の
行

動
計
画
を
定
め
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
に
お
け
る
実

行
計
画
の
取
り
組
み
状
況

は
、
行
動
計
画
を
前
倒
し
し

た
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
３３
項

目
、
計
画
ど
お
り
行
っ
た
実

施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
２
９
９
項

目
、
計
画
の
一
部
が
未
達
成

で
あ
っ
た
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
９０
項
目
で
し
た
。

な
お
、
各
実
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
く
わ
し
い
取
り
組
み
状

況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

車
場
と
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
ま
し
た

※
指
定
管
理
者
制
度
…
公

共
施
設
の
管
理
・
運
営
を
地

方
公
共
団
体
か
ら
指
定
を
受

け
た
団
体
が
受
託
で
き
る
制

度【
財
政
の
健
全
化
】

▼
公
用
車
の
効
率
的
な
管

理
・
運
用
を
推
進
す
る
た

め
、
総
務
室
に
お
い
て
管
理

の
一
元
化
を
図
り
ま
し
た

▼
市
税
（
現
年
度
分
）
の

滞
納
を
出
さ
な
い
こ
と
を
目

指
し
て
、
督
促
状
の
発
送
と

あ
わ
せ
て
臨
戸
訪
問
な
ど
を

行
い
、
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ま
し
た

▼
自
主
財
源
の
確
保
に
向

け
、
同
志
社
大
学
構
内
に
整

備
さ
れ
た
企
業
家
育
成
施
設

（
Ｄ-

ｅ
ｇ
ｇ
）
の
入
居
者
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る

な
ど
、
新
産
業
創
出
に
努
め

ま
し
た

【
補
助
金
な
ど
の
適
正
化
】

▼
「
補
助
金
に
関
す
る
基

本
的
な
指
針
と
見
直
し
基

準
」
を
策
定
し
、
適
正
化
に

向
け
た
見
直
し
を
進
め
る
と

と
も
に
、
補
助
金
総
額
の
抑

制
を
図
る
た
め
予
算
ベ
ー
ス

で
の
削
減
に
努
め
ま
し
た

【
職
員
定
数
・
給
与
な
ど

の
適
正
化
】

▼
職
員
定
数
の
適
正
化
に

向
け
、
退
職
者
分
を
補
充
し

な
い
な
ど
新
規
採
用
職
員
の

抑
制
に
よ
り
平
成
１７
年
度
に

比
べ
て
職
員
を
１４
人
減
員
し

ま
し
た

▼
職
員
給
料
の
構
造
を
見

直
す
た
め
給
料
表
の
改
正
を

行
う
と
と
も
に
、
通
勤
手
当

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
く
わ
し
く
は
、
市
長
公
室

（
�
６４
・
１
３
３
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　高齢のみなさんが、いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、 
介護・福祉・健康・医療など、さまざまな面から支えるための、市の機関です。 

社会福祉士・ケアマネージャー・保健師などの 
～専門職が連携して対応します！～ 

○高齢者の介護に関することはもちろん、介護 
　以外の生活支援など、あらゆる相談への対応。 
○状況に応じて、行政機関、保健所、医療機関 
　など、必要なサービスにつなげる。 

○高齢者などからの、権利擁護に関わる相談な
　どへの対応。成年後見制度の紹介。 制度をス
　ムーズに利用できるように情報を提供。 
○虐待の早期発見と、適切な対応のための、地 
　域関係者のネットワークづくり。 

○地域の関係機関やケアマネージャーなどと連
　携し、高齢者を支援する。 
○高齢者を支援するさまざまな関係者のネット
　ワークづくり。 
○地域のケアマネージャーの支援。 

○要介護状態となることの予防 
　⇒要支援と認定された人には、介護保険の 
 「介護予防サービス」利用の手伝い。 
　⇒支援が必要となるおそれの高い人、自立し
　た生活をしている人などには、市町村が行う
　「介護予防事業」の案内と利用の手伝い。 

こんにちは地域包括支援センターです 

相談は無料です。お気軽にご相談ください。相談時間（月）～（金）8：30 ～ 17：00 
京田辺市 地域包括支援センター 〒610-0311草内五ノ坪6 老人福祉センター常磐苑 内 
TEL：0774-68-1310 

総　合　相　談 虐待防止などの権利擁護事業 

介護予防ケアマネジメント 
地 域 の 連 携 を 支 援 

平
成
１８
年
４
月
の
改
正
介

護
保
険
法
施
行
で
導
入
さ
れ

た
新
サ
ー
ビ
ス
で
、「
通
い
」

を
中
心
に
「
訪
問
」
や
「
泊

ま
り
」
を
組
み
合
わ
せ
た

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
」
の
施
設
「
リ
エ
ゾ
ン
健

康
村
」
が
、
１０
月
、
市
内
の

第
１
号
と
し
て
開
所
し
ま
し

た
。
今
後
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
は
、
要
介
護
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
つ
く
ら
れ
、
利
用
者
が
１

カ
所
の
施
設
で
３
種
類
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
利
点
。
ど
の
サ
ー
ビ
ス

で
も
、
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
介
護
を
受
け
ら
れ
、
登

録
者
が
少
数
な
の
で
利
用
者

同
士
の
交
流
も
深
ま
り
ま

す
。
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
対

象
は
、
市
内
に
住
む
人
に
限

ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
さ
ら
に
今
年
度

内
に
三
山
木
地
区
（
平
成
２０

年
１
月
開
所
予
定
）
に
同

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ふ
れ
あ

い
の
里
」
を
指
定
し
、
将
来

的
に
は
市
内
４
カ
所
の
事
業

所
の
指
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
す

べ
て
京
都
府
が
認
定
・
指

定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
の
改
正
に
よ
り
こ

の
事
業
所
は
市
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
対
象
者
＝
市
内
に

在
住
す
る
要
支
援
１
・
２
、

要
介
護
１
〜
５
に
認
定
さ

れ
た
人

連
絡
先
＝
▼
リ
エ
ゾ
ン

健
康
村
（
京
田
辺
市
大
住

大
坪
５５
・
１４
、
�
６８
・
１

７
６
５
）
▼
ふ
れ
あ
い
の

里
（
京
田
辺
市
宮
津
池
ノ

内
３６
）

問
合
せ
先
＝
健
康
介
護

課
（
�
６４
・
１
３
７
３
）

小規模多機能型居宅介護…本人の持っている力、
家族・地域の中で関係性を重視したマネージメン
トを行い、意欲・誇りが持てる本人らしさを尊重
した生活の継続を図ります。登録定員数は最大25
人とし、「通いサービス」を中心に「泊まりサービ
ス」「訪問サービス」を柔軟に組み合わせ24時間
365日のサポートが受けれます。

市
内
初
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

市
内
初
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
オ
ー
プ
ン

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
オ
ー
プ
ン 

市
内
初
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
オ
ー
プ
ン 

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

行
政
改
革
の
取
り
組
み

効
率
的
で
ス
リ
ム
な
自
治
体
の
実
現
に
向
け
て

公用車管理システムのパソコン画面

新産業創出が期待される起業家育成施設
（Ｄ-ｅｇｇ）

１０
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
リ
エ
ゾ
ン
健
康
村
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なやみごと相談
11月14日�中央公民館、28日�三
山木福祉会館。午後1時30分～4時。
�人権啓発推進課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼11月21日�（11月1日から電話予
約）▼12月5日�（11月16日から電
話予約）。午後1時30分～4時30分。
市民相談室
�人権啓発推進課（�62-4343）

府民無料法律相談
11月19日�午後1時30分～4時30分、
田辺地域総務室。11月16日から電話
予約。
�田辺地域総務室（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、CIKビ
ル（近鉄新田辺駅西）。40分5,250円、
予約制。
�京都弁護士会（�075-231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分～3時
30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午後1
時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
▼電話相談＝毎週月～金曜日午前9
時30分～午後4時▼来所相談＝電話
予約
�地域子育て支援センター（�62-
1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正午・午
後1時～4時。
�こども福祉課（�64-1377）

妊婦・乳幼児相談（赤ちゃんサロン）
11月1日�午前9時～10時30分、保
健センター。
�こども福祉課（�64-1377）

女性の相談室
11月1日�・8日�・15日�午後1時
30分～4時30分、女性交流支援ルー
ム。
�女性交流支援ルーム（�65 -
3727）

女性のための法律相談
11月28日�午後1時30分～3時、女
性交流支援ルーム。
�女性交流支援ルーム（�65 -
3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約制。
普賢寺小・幼稚園で希望があれば、
最寄りの小学校にお問い合わせくだ
さい。
1日�　桃 園 小 （�63-6335）

8日�　薪　　小 （�63-2000）
13日�　三山木小 （�62-1055）
15日� 松井ケ丘小（�62-8888）

大 住 小 （�62-0046）
20日� 田 辺 小 （�62-0044）
22日� 田辺東小 （�62-4348）
27日�　草 内 小 （�62-0054）
電話による相談は教育相談専用電
話（�63-4488）へ。

消費生活相談
弁護士事務所を差出人とする身に
覚えのない請求が送られてくる事例
が増加しています。お気軽に相談し
てください。
毎週月・水・金曜日午後1時30分～
4時、市役所306会議室。
�産業政策課（�64-1319）

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、保健
センター。保健師・栄養士による相
談。予約制
▼11月5日�午後1時45分～4時、保
健センター。▼14日�午後1時30分
～3時30分、北部住民センター。医
師による相談。予約制

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除く）午
前9時～午後4時、社会福祉センター。
まずはお電話を。

心配ごと相談
11月5日�・15日�・26日�午後1
時30分～4時、社会福祉センター。

心配ごと出張相談
▼11月9日�午前10時～正午、中部
住民センター▼20日�午後1時30分～
4時、薪公民館
高齢者等のための「これからのこ
と」相談
▼11月5日�、三山木福祉会館▼30
日�、社会福祉センター
いずれも午前10時～正午。

司法書士法律相談
11月15日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
11月9日�午後1時30分～4時、社会
福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
11月26日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

土曜日なんでも相談
11月17日�午前10時～正午、社会
福祉センター。予約制。

多重債務相談
11月30日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

今月の 

相 談 事 業 日 程 

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

健康介護課 
（�64-1335） 

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

重
要
文
化
財
「
澤
井
家
住
宅

（
＝
写
真
）」
で
は
、
１１
月
か
ら

毎
月
第
２
・
４
の
土
・
日
曜
日

に
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時
（
午
後
５
時
閉
門
）

場
所
＝
京
田
辺
市
大
住
岡
村

５５
協
力
金
＝
３
０
０
円

な
お
、
公
開
日
以
外
の
見
学

希
望
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
澤
井
家
（
�

６２
・
０
１
４
６
）

重要文化財 澤井家住宅を公開 重要文化財 澤井家住宅を公開 
毎月第2・4の土・日曜日 

に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。日

時
＝
▼
１１
月
１２
日
�
〜

１６
日
�
…
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
７
時
３０
分
▼
１１
月
１７
日

�
・
１８
日
�
…
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時

相
談
所
＝
京
都
地
方
法

務
局
・
人
権
擁
護
課
（
京
都

市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原
町

東
入
上
生
洲
町
１
９
７
）

電
話
番
号
＝
０
５
７

０
・
０
７
０
・
８
１
０

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
各

住
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
北
部
住
民

セ
ン
タ
ー
（
�
６３
・
７
９
５

５
）
▼
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

（
�
６４
・
８
８
１
０
）

住
民
セ
ン
タ
ー
使
用
の

申
請
方
法
変
わ
り
ま
す

北
部
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
２０
年
４
月

利
用
（
同
年
１
月
か
ら
申

請
受
け
付
け
）
分
か
ら
使

用
申
請
方
法
を
変
更
し
ま

す
。こ

れ
ま
で
は
、
使
用
日

の
３
カ
月
前
か
ら
申
請
の

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
変
更
後
は
、
使
用

日
の
３
カ
月
前
の
月
の
１

日
か
ら
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

１
回
ご
と
に
申
請
が
必
要

で
し
た
が
、
３
カ
月
先
の

一
月
分
を
ま
と
め
て
１
日

か
ら
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
が
重
複

す
る
場
合
や
受
付
期
間
な

ど
注
意
す
る
点
が
あ
り
ま

山
本
の
百
味
と
湯
立
（
１０
月
７
日
、
山
本
御
旅
所
）

瑞饋神輿の巡行（10月8日、棚倉孫神社）

本
市
で
は
、
４
つ
の
伝

統
行
事
を
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
い
ま
す
。

宮
ノ
口
地
区
の
八
人
衆

で
最
年
長
者
の
宮
守
が
、

鈴
と
扇
子
を
持
ち
円
座
の

上
を
回
る
珍
し
い
神
楽
を
、

毎
月
朔
日
（
現
在
は
第
一

日
曜
日
）
に
奉
納
す
る

「
朔
日
講
の
神
楽
」。
大
住

に
移
り
住
ん
だ
九
州

の
大
隅
隼
人
が
宮
中

で
舞
っ
た
と
い
う
、

盾
や
剣
・
弓
な
ど
を

手
に
舞
う
「
大
住
隼

人
舞
」。
１
０
０
種

類
以
上
の
穀
物
や
野
菜
な

ど
を
供
え
五
穀
豊
穣
を
感

謝
し
、
煮
立
っ
た
釜
の
湯

を
神
笹
で
人
々
に
振
り
か

け
て
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
「
山
本
の
百
味
と
湯
立
」。

１０
月
に
は
、
市
内
各
地
で

こ
れ
ら
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
豊
作
を
感
謝
し
、

ズ
イ
キ
で
屋
根
を
ふ
き
、

色
と
り
ど
り
の
穀
物
や
野

菜
な
ど
で
飾
ら
れ
た
神
輿

が
２
年
に
１
度
巡
行
す
る

「
瑞
饋
神
輿
巡
行
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
瑞
饋
神
輿
が
作
ら
れ

る
様
子
を
見
学
し
よ
う
と
、

１０
月
３
日
に
は
、
田
辺
小
学

校
の
３
・
４
年
生
が
棚
倉
孫

神
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
製
作
者
た
ち
が

野
菜
や
果
物
で
め
ず
ら
し
い

飾
り
を
作
る
様
子
を
間
近
で

見
学
し
、
次
々
に
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

神輿作りを見学する
田辺小学校の4年生

＜ 4  ＞

市制10周年 

10th10th

築こうあなたと　未来のふるさと　京田辺 

11月18日は産業祭 11月18日は産業祭 11月18日は産業祭 
玉露無料接待・模擬店・フリマなど 

産
業
祭
実
行
委
員
会
（
市

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し

ろ
田
辺
基
幹
支
店
、
市
）
は
、

地
域
産
業
全
般
の
振
興
発
展

と
文
化
の
融
合
と
市
民
と
の

交
流
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
「
産
業
祭
２
０

０
７
」
を
開
き
ま
す
。

田辺中央
体 育 館  

市役所庁舎 

中 央  
公民館 

田 辺  
中学校 

消 防
本 部  宅急便 

田辺公園田辺公園
野 球 場野 球 場  

田辺公園
多 目 的  
運動広場 

体育館駐車場  

田辺公園
野 球 場  

田辺公園
多 目 的  
運動広場 

体育館駐車場  

駐 車 場  駐 車 場  

国道307号 

山
手
幹
線 

府
道
八
幡
木
津
線 

産業祭　駐車場位置図 

コミュニティ 
ホ ー ル  

保 健  
センター 

Ｎ 

国
民
年
金 

付
加
保
険
料 

納
付
で
年
金
額
上
乗
せ 

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
は
７９
万
２
千
１
０
０
円

（
満
額
、
４０
年
間
保
険
料
納

付
）
で
す
が
、
老
後
に
よ
り

高
い
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、

毎
月
の
保
険
料
（
１
万
４
千

１
０
０
円
）
に
付
加
保
険
料

（
１
カ
月
４
０
０
円
）
を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
金
額
は
平
成
１９

年
度
額
）。

報
酬
に
よ
っ
て
保
険
料

や
給
付
額
が
増
減
す
る
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加

入
者
（
第
二
号
被
保
険
者
）

と
違
い
、
第
１
号
被
保
険
者

は
、
保
険
料
と
給
付
額
が
定

額
で
す
。
そ
の
た
め
、
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
が
で
き
る
よ

う
、
国
民
年
金
基
金
・
個
人

型
確
定
拠
出
年
金
・
農
業
者

年
金
な
ど
の
制
度
と
、
こ
の

付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
上
乗
せ
制
度
の
保
険
料

は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

じ
く
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
。
付
加
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
第
１
号
被
保
険
者
か

任
意
加
入
被
保
険
者
で
す

（
保
険
料
納
付
の
免
除
・
猶

予
を
受
け
て
い
る
人
や
国
民

年
金
基
金
の
加
入
員
は
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。

付
加
年
金
額
は
、「
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数
」。
例
え
ば
、
４０
年
間

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
７９
万
２
千
１
０

０
円
に
９
万
６
千
円
（
２

０
０
円
×
４
８
０
月
）
が

上
乗
せ
さ
れ
、
合
計
８８
万

８
千
１
０
０
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
、
老
齢

基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰

下
げ
支
給
を
受
け
る
と
き

は
、
付
加
年
金
額
も
そ
の

増
減
率
に
応
じ
て
増
減
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
▼
市
民

年
金
課
（
�
６４
・
１
３
３

３
）
▼
京
都
南
社
会
保
険

事
務
所
（
�
０
７
５
・
６

４
３
・
２
５
４
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
の

加
入
は
京
都
府
国
民
年
金

基
金
（
�
０
１
２
０
・

６５
・
４
１
９
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
で
３
キ
ロ
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

京都木津川 
マラソン大会 

２５
回
記
念
大
会 

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会
は
、
第

２５
回
京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
２５
回
記
念

と
し
て
３
㎞
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
ペ
ア
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
種
目
で

制
限
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
初
挑
戦
の
人
も
安
心

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
平
成
２０
年
２
月

３
日
�
午
前
９
時
３０
分
か

ら
（
午
前
８
時
か
ら
受
け

付
け
）

場
所
＝
草
内
木
津
川
運

動
公
園
・
木
津
川
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド

種
目
・
種
別
＝
▼
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
（
高
校
生
以
上
、

先
着
２
千
人
）
…
男
子
一

般
、
女
子
一
般
▼
ハ
ー
フ

（
高
校
生
以
上
、
先
着
１
千

市

民

と

共

に

２５
回
記
念
イ
ベ
ン
ト

第
２５
回
大
会
を
迎
え
る

こ
と
を
記
念
し
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
１１
月
１８
日
�

時
間
・
場
所
・
内
容
＝

▼
午
前
１０
時
〜
正
午
・
培

良
中
学
校
・
さ
わ
や
か
ジ

ョ
ギ
ン
グ
教
室
（
５０
人
）、

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

（
５０
人
）
▼
午
後
１
時
〜
３

時
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
ラ
ン
ニ
ン
グ

文
化
を
み
ん
な
の
も
の
に
」

（
２
０
０
人
）
▼
午
後
３
時

３０
分
〜
５
時
・
中
部
住
民

セ
ン
タ
ー
・
市
民
に
贈
る

「
平
和
と
愛
の
コ
ン
サ
ー

ト
」（
２
０
０
人
）

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
メ
ー
ル
か

フ
ァ
ク
ス
に
参
加
す
る
部

門
・
氏
名
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
番
号
を
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１１
月
９
日

�
申
込
・
問
合
せ
先
＝
京

都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
（
�
・
�
６５
・
１

４
８
５
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kizu@
river.sannet.

ne.jp

）

人
）
…
男
子
一
般
、
女
子

一
般
▼
５
㎞
…
男
子
中
学

生
、
男
子
一
般
、
女
子
一

般
、
男
子
５５
歳
以
上
▼
３

㎞
…
男
女
小
学
生
（
１
〜

日
時
＝
１１
月
１８
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

と
そ
の
周
辺

内
容
＝
▼
田
辺
中
央
体
育

館
…
農
産
物
品
評
会
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
加
工
品
手
芸
品
展
示

販
売
、
同
志
社
女
子
大
学
コ

ン
ト
、
替
え
歌
演
奏
ほ
か
、

サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
、
一
休
さ
ん
カ
ー
ド
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
お
抹
茶

席
、
住
宅
関
連
相
談
、
Ｐ

Ｒ
・
耐
震
関
連
展
示
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
製
作
、

省
エ
ネ
電
球
実
験
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
卓
球
マ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
Ｄ-

ｅ
ｇ

ｇ
紹
介
、
田
辺
高
等
学
校
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
京
都
南
地
域

産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相

談
、
骨
密
度
測
定
、
市
消
費

生
活
展
、
市
制
１０
周
年
パ
ネ

ル
展
示
▼
田
辺
中
央
体
育
館

周
辺
…
一
般
商
品
・
農
産
物

販
売
店
、
各
種
飲
食
店
、
各

種
模
擬
店
、
手
揉
茶
実
演
、

玉
露
無
料
接
待
、
農
機
具
展

示
ほ
か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ー

ナ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

愛
の
献
血
コ
ー
ナ
ー
▼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と
駐

車
場
周
辺
…
Ｊ
Ａ
表
彰
式
、

プ
チ
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
、

花
と
緑
の
コ
ー
ナ
ー

車
で
来
場
の
人
は
左
図

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
市
商
工
会

(

�
６２
・
０
０
９
３)

３
年
）、
男
子
小
学
生
（
４

〜
６
年
）、
女
子
小
学
生

（
４
〜
６
年
）、
男
子
中
学

生
、
女
子
中
学
生
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
ペ
ア
（
小
学
生
と

保
護
者
）

参
加
費
＝
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
４
千
１
０
０
円
、
ハ
ー

フ
３
千
６
０
０
円
、
５
㎞

（
一
般
）
３
千
１
０
０
円
、

中
学
生
１
千
１
０
０
円
、

市
指
定
文
化
財
各
地
で
奉
納

市
指
定
文
化
財
各
地
で
奉
納 

市
指
定
文
化
財
各
地
で
奉
納

市
指
定
文
化
財
各
地
で
奉
納 

市
指
定
文
化
財
各
地
で
奉
納 

豊
作
に
感
謝
・
無
病
息
災
を
祈
願 朔日講の神楽（10月14日、白山神社）

大住隼人舞の奉納（10月14日、月読神社）

小
学
生
５
０
０
円
、
３
㎞

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
１
組
）
１

千
円し

め
き
り
＝
１１
月
３０
日

�
く
わ
し
く
は
、
京
都
木

津
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.river.s

annet.ne.jp/kizu/ru
n/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女

性

の

人

権

電
話
相
談
所
開
設

京
都
府
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
女
性
を
め

ぐ
る
家
庭
内
（
夫
婦
・
親

子
・
結
婚
・
離
婚
・
扶

養
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
な
ど
）
や
職
場
内

（
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
）
の
悩
み
ご
と
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に
つ

い
て
、
女
性
の
人
権
擁
護

委
員
が
秘
密
厳
守
で
電
話
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、 
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」 
　でお送りください。 
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。 
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。 
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は	と表記しています。 

今月の 
　お知らせ 
今月の 
　お知らせ 

物価統計調査にご協力を
今年11月に「平成19年全国物
価統計調査」が行われます。
この調査は、消費者が購入す
る主な商品の販売価格やサービ
スの料金などを調査し、物価政
策を始め各種の行政施策を立案
する際の重要な資料を得ること
を目的として行われる国の重要
な統計調査です。調査は、全国
で約13万の小売店舗と約４万の
飲食店・サービス事業所などを
対象とします。小売店舗には、
11月上旬から下旬にかけて、調
査員が訪問し調査票の配布と取
集を行います。飲食店やサービ
ス事業所は市区町村で、通信販
売を行っている企業は総務省統
計局で、それぞれ調査を行いま
す。調査にご協力をお願いしま
す。
�企画財政課（�64-1310）

市・府民税の納付月です
11月は市・府民税第3期分の
納付月です。市・府民税は、前
年中に一定の所得があった人に
課される税金です。納期は第1
期が7月、第2期が9月、第3期が
11月、第4期が翌年1月の4回分
割になっています。納期限内に
納付されなかった場合は、各納
付月の翌月に督促状を発送しま
す。督促状を発送した際は、本
税とは別に督促手数料として
200円を加算し、場合によって
は延滞金も徴収することになり
ます。なお、納期限内に納付が
できない場合は、納付方法（分
割納付など）のご相談に応じて
いますので、未納のまま放置し
ないで早めに納付相談にお越し
ください。
また、口座振替・自動払込を
利用の人は、各税の振替日（納
期限）前日には、預貯金残高の
ご確認をお願いします。
�収納対策室（�64-1318）

毒物劇物危害防止運動
毒物・劇物は、農薬・燃料・

洗剤など、私たちの身近で使用
されていますが、人体への影響
が強いことから取り扱いの際に
は十分な注意が必要です。
毒物劇物を取り扱う際は、次
のことを守って正しい使用・保
管管理・廃棄を行いましょう。
▼盗難にあわないよう、鍵のか
かる専用の保管庫に入れる▼容
器、保管場所には「医薬用外毒
物」、「医薬用外劇物」と正しく
表示する▼飲食物の容器には絶
対入れない▼廃棄は決められた
方法で行う▼常に在庫を確認
し、万が一盗難にあった場合は
すぐに警察に通報する
�山城北保健所（�21-2912）

めの資金をあらかじめ準備して
おく国がつくった共済制度で、
「小規模企業の経営者のための
退職金制度」と言えます。掛金
は全額所得控除。受け取る共済
金も退職所得扱いまたは公的年
金などの雑所得扱いとなりま
す。
経営セーフティネット共済
は、取引先の突然の倒産が原因
で経営悪化の危機に直面したと
き、資金を借りることができる
共済制度です。無担保、無保証
人、積立掛金の10倍の範囲内
（最高3,200万円）で被害額相当
の共済金が借り入れ可能。毎月
の掛金も税制上、必要経費また
は損金に算入できます。
	市商工会(�62-0093)

クラフトウェーブ展
11月8日�～11日�午前10時
～午後5時（11日は午後4時ま
で）、コミュニティホール。「暮
らしを彩る生活アート」をコン
セプトに、市在住のクラフト作
家による作品展。
�京田辺クラフトウェーブ・
国生（�63-3676）

おひさまサロン
11月9日�午前10時～11時30
分、社会福祉センター。対象は、
乳幼児とその母親。歌遊び・手
遊びや、地域での親子の出会
い・交流をします。15組。おや
つ代200円。
�NPO法人そよかぜ子育てサ
ポート（�62-9672）

子育て地域パートナー養成
府は、育児で悩むお母さんの
地域での相談相手として、同世
代の子育て経験者を「子育て地
域パートナー」とする養成講座
を開きます。
11月～12月のうち5日間。山
城南保健所（木津川市）。対象
は、中学生までのこどもを持つ
人や子育て支援活動をしている
人で、全課程を受講し、子育て
地域パートナーとして活動でき
る人。無料。保育あり。11月9
日�までに申し込み。
	山城北保健所（�21-2193）

郷土史会古文書を読む会
11月10日�午前9時30分～正
午、社会福祉センター。講 師
は、ふるさとミュージアム山城
の伊藤太さんと精華町教育委員

予防接種の日程 

日にち 種別 対　　　象 

ＢＣＧ 
11月6日� 
11月20日� 

生後3カ月～6カ月未満 
（3カ月健診と同日実施） 

受付時間＝13：30～14：30　　　 
場所＝保健センター 
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377） 

排水設備指定工事業者の追加
下水道課は、排水設備指定工
事業者を追加しました。
米田電化住設㈱（京都市北区
紫竹上緑町11、�075-492-6056）
�下水道課（�64-1352）

都市計画審議会開きます
市は、第14回京田辺市都市計
画審議会を開きます。同審議会
は原則公開で、傍聴することが
できます。
11月13日�午後2時から、議
会全員協議会室。下水道の都市
計画変更について審議します。
傍聴を希望する人は、11月13日
�午後1時30分までに、市役所
305会議室で手続きをしてくだ
さい。10人を超えたときは抽選
します。
�計画検査課(�64-1348)

京奈和自動車道の通行止
京奈和自動車道が舗装補修・
道路保全工事などのため、夜間
通行止めになります。
11月12日�～17日�と11月19
日�～23日
の午後8時～翌日
午前6時。城陽IC～木津IC上下
線。ただし、荒天時は除く。木
津川橋梁の自転車、徒歩の人は
通行可。
�西日本高速道路㈱関西支社
茨木管理事務所（�072-622-
4887）

国の共済制度
小規模企業共済制度は、個人
事業主や会社などの役員が事業
を辞めたり退職した場合に、生
活の安定や事業の再建を図るた

会の中川博勝さん。300円。申
込不要。
�京田辺市郷土史会・岡山

（�63-2244）

異文化交流イベント
同志社大学地域GP推進室な
どは、異文化交流イベントとし
て、「外国の人と一緒に玉露の
手揉みとバーベキューを楽しも
う！」を開きます。
11月11日�午前9時～午後5
時、京田辺玉露製茶技術研修工
場。近鉄新田辺駅に午前9時集
合。対象は、小学生以上の人。
玉露の手揉み、ゲームを通した
交流、バーベキューを行います。
30人。一般2,000円、学生1,500
円。団体割引もありますので、
申し込み時に問い合わせくださ
い。なお、研修工場には駐車場
がありませんので、新田辺駅か
らお送りします（往路のみ）。
	同志社大学地域GP推進室

（�65-7003）

かがやき男女共同参画部会
11月17日�午後1時30分～3
時、中央公民館。レースのコ
サージュ作り。講師は、佐藤真
理さん。6カ月から就学前の子
どもの保育あり。できれば針・
白糸・ハサミを持参してくださ
い。先着15人。材料費500円。
11月13日�までに申し込み。
	▼京田辺女性ネットワーク
の会かがやき・高橋（�62-
0230）▼かがやき（中央公民
館内、�62-2552）

ロームフェア
同志社大学京田辺キャンパス
にある同志社ローム記念館で
は、「ロームフェア」を開きま
す。
11月13日�～15日�午前11時
～午後6時30分、同志社ローム
記念館。▼ローム�の研究開
発・製品の展示▼ドリンク・
フードサービスなど
�同志社ローム記念館事務室

（同志社大学京田辺校地総務課
内、�65-7800）

和太鼓に親しもう
11月14日�午前10時～正午、
中央公民館。講師は日本太鼓連
盟評議員・一級公認指導員の富
治林浩さん。太鼓サークル「輪」
による演奏・活動紹介。講師に
よる実技体験。20人。無料。

9月1日号でお伝えした手もみ茶について今回はもう少し掘り
下げてお話しします。
みなさんは、茶葉を手でもむだけで、お茶ができるなんて信
じられますか？でも、本当に針のようなお茶がそれだけででき
るのです。お茶をもむ作業は、6・7時間かけて徹底的にお茶の
葉からアクと水分を出すために行います。3kgの生茶葉が「茶」
に仕上がると500g。60～80℃の焙炉（ほいろ）の上で茶をもみ
続け、長時間かけて心水（しんみず）と言われる葉の内部の水
分を少しずつ乾かしていくのです。
「茶は乾かすな。だが、乾かせ。最後までしっとりした感じ
で、もみ上げろ」と茶の手もみ名人は言う。手だけでお茶を作
り出す奥の深い手もみ茶、みなさんもぜひ体験してみてくださ
い。
くわしくは、普賢寺ふれあいの駅（�62-4250）へお問い合わ
せください。
問合せ先＝農政課（�64-1362）
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京田辺玉露 

～京田辺玉露を守るため・ 
　未来の京田辺玉露の名匠を育てるため～⑭ 
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住宅用火災警報器 
設置していますか 
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お 知 ら せ  

お 知 ら せ  

お  知  ら  せ  

市から 

社会福祉協議会 
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内） 
�62-2552 �65-2519

ス ポ ー ツ  

社会福祉協議会 

	社会福祉協議会（�62-
2222）

りさいくるの市
11月15日�午前9時30分～11
時30分、そよかぜ幼稚園。フ
リーマーケット。どなたでもご
来場いただけます。
�NPO法人そよかぜ子育て
サポート（�62-9672）

企業合同面接会
ハローワーク田辺は宇治と合
同で、企業合同面接会を行いま
す。
11月15日�午後0時30分～4
時、文化パルク城陽（城陽市）。
対象は、仕事をお探しの人（新
卒者を除く）。事務・製造職を
中心に、ハローワーク田辺・宇
治所管内の10社が参加。無料。
申込不要。履歴書持参。
�ハローワーク田辺（�65-
8609）

すてっぷセンター福祉機器展
11月17日�午前10時～午後4
時（受け付けは午後3時30分ま
で）、府立こども発達支援セン
ター（すてっぷセンター）。車
いす、姿勢保持装置、玩具、コ
ミュニケーション関連機器、介
護食など日常で使うこども向け
の福祉機器などの展示と体験。
�府立こども発達支援セン
ター（�64-6141）

ホームカミングデー
同志社女子大学は、「同志社
女子大学ホームカミングデー
2007」を開きます。ヴァイオリ
ンリサイタルや同大学の学びを
体験できるさまざまな企画を用
意しています。小学生も参加で
きるこどもの遊びの体験ゾー
ン、おもしろ実験ものづくりも
あります。また、京田辺市の地
元農産物の販売もあります。
11月18日�、同志社女子大学
京田辺キャンパス。▼午前10時
～11時…開会礼拝・開会式ほか
▼午前11時～11時50分…ヴァイ
オリンリサイタル▼正午～午後
4時…各種イベント
�同志社女子大学（�65-
8 6 3 1 、 ホ ー ム ペ ー ジ
http://www.dwc.doshisha.ac.j
p/index.html）

子育て支援「親子体操」
11月21日�午前10時～11時15
分、中部住民センター。対象は、
2・3歳児とその保護者。無料。
ボール、なわとび、上靴、タオ
ル、お茶を持参。指導は、ス

寄　　付 寄　　付 

表　　彰 

人　　事 

◎社交ダンスサークル竹の会
が福祉のために、3万円
◎京都厚生年金休暇センター
が福祉のために、20万円
◎尾E貞一さんが福祉のため
に、30万円

市民総体
【ボウリング】
12月2日�午前10時から、マ
スターズボウル新田辺。個人
戦・団体戦。参加資格は、市内
に在住・通勤・通学する小学生
以上の人。個人の部…1人1,000
円、団体の部…1チーム4,000円
（いずれも貸し靴代込み）。11月
19日�午後5時までに、田辺中
央体育館に備え付けの申込書に
必要事項を書いて持参・郵送・
ファクスで申し込み。
	社会体育協会事務局（田辺
中央体育館内、〒610-0331京
田辺市田辺丸山19、�62-1501、
�62-1534）
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ポーツ少年団認定指導員・山本
ゆみ子先生ほか。申込不要。
�草内民生児童員協議会▼草
島（�65-1551）▼山崎（�
62-2217）▼四宮（�62-5557）

木津調停協会の調停相談
木津調停協会は、調停相談を
行います。金銭・土地家屋・交
通事故・その他の紛争などの相
談に民事調停委員が応じます。
相談内容などの秘密は厳守しま
す。
11月21日�午前10時～午後3
時、北部住民センター。無料。
予約不要。
�木津調停協会（木津簡易裁
判所内、�72-0155）

浅野史郎さん迎え講演会
京田辺市介護
保険サービス事
業所連絡協議会
は、福祉講演会
「みんなで支え
る地域福祉」を
開きます。
11月24日�午
後2時から、田
辺中央公民館。
講師は、前・宮城県知事の浅野
史郎さん。無料。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

舞踊発表会
文化協会舞踊の部に所属の

「上方会」は、他流派のみなさ
んの応援を得て舞踊発表会を開
きます。
11月25日�午後0時30分から、
市商工会館（CIKビル）。古典
舞踊・歌謡舞踊など。無料。
�上方会・小谷（�0 9 0 -
1159-3628）

ひだまりの会
11月27日�午後1時～3時、洛
南寮。対象は、市内の高齢者。
カラオケ大会に参加します。無
料。11月20日�までに申し込み。
	社会福祉協議会（�62-
2222）

歳末くらしの資金
社会福祉協議会は、「歳末く
らしの資金」の申し込みを受け
付けます。
申込資格は、本市に住民登録
をし、1年以上住んでいる世帯
主で、暮らしに必要な生活資
金・療養資金などが一時的に必
要な人。ただし、夏期・歳末く
らしの資金償還の返済が終わっ
てない人や市の貸付金（生活更

寄せ植え盆栽作りませんか 寄せ植え盆栽作りませんか 寄せ植え盆栽作りませんか 
11月5～22日に申し込み 

正月用 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

おはなし会
▼11月3日�…おはなしかめ
さん▼10日�…にんじんごぼ
うだいこん▼17日�…三枚の
おふだ▼21日�…なんにもせ
んにん▼24日�…馬方山んば
土曜日は午後3時～3時30分、
水曜日は午後3時30分～4時。

ギャラリー
▼「第8回GENの太陽た
ち」：玉井源人＝11月6日�～
11日�▼「花住坂写真クラ
ブ」：角田重雄＝11月13日�
～18日�▼「陶芸とキルト
展」：吉田みえ子＝11月20日
�～25日�（11月23日
を除
く）▼「第9回山の写真展」：
橋本壽夫＝11月27日�～12月2
日�（11月30日�を除く）

映画会
今月は「ラブストーリー映
画」の特集です。
▼11月3日…ボディガード▼

中央図書館 

中央図書館北部分室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

10日…マディソン郡の橋▼17日
…ユー・ガット・メール▼24日
…恋愛小説家
いずれも土曜日の午前10時30
分から。

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館北部分室 
北部住民センター内 

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室 

新
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中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 中央図書館中部分室 
中部住民センター内 

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介 

おはなし会
▼11月3日�…三びきのこぶ
た▼10日�…魔女の天気予報▼
17日�…寺田いも▼21日�…英
語によるおはなし会▼24日�…
風の神と子ども▼28日�…あし
にょきにょき▼12月1日�…お
いしいおかゆ
土曜日は午前11時～11時30
分、水曜日は午後3時30分～4時。

おはなし会
▼11月7日…モチモチの木▼
14日…せかいいちながいへび▼
21日…たいへんだあ！
いずれも水曜日の午後3時30
分～4時。

昨年の正月用盆栽講習会
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浅野史郎さん

生資金など）や公的扶助（生
活保護）を現在受けている人
は申し込めません。1世帯10万
円以内。申し込みには、実印
が必要。12月3日�～7日�の
午前９時～正午と午後1時～4
時、社会福祉協議会事務局
（社会福祉センター内）で受け
付け。
	社会福祉協議会（�62-
2222）

難病相談（膠原病）
12月3日�午後1時～3時30分、
山城北保健所。対象は、膠原
病（ベーチェット病、全身性
エリテマトーデス、強皮症、
多発性筋炎、慢性（悪性）関
節リウマチなど）とその疑い
がある人やその家族。6人。専
門医による個別相談と指導・
助言。担当医師は、R国立病
院機構宇多野病院リウマチ・
膠原病内科医長の柳田英寿先
生。11月12日�から受け付け。
	山城北保健所（� 2 1 -
2911）

難聴者の学習・交流会
12月8日�午前10時～午後3

時、市商工会館。耳のしく
み・補聴器に関する学習会、
補聴器相談、聴力測定、交流
会。対象は、聞こえに不自由
を感じている人とその家族、
難聴者・中途失聴者とその家
族、聴覚障害者福祉関係者ま
たは関心のある人。無料（お
弁当を注文する人は500円）。
電話かファクス、はがきで氏
名・住所・連絡先を11月30日
�までに連絡してください。当
日参加可能。要約筆記・ルー
プの準備があります。お昼に
食事をしながら交流会を行い
ます。昼食を持参するかお弁
当を注文してください。
	相楽聴覚言語障害セン
ター・長山（〒619-0214木津
川市木津上戸15、�・�72-
6862）
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第2回　水道事業の概略と過去3年間の経営状況 

「わがまちの上水道」 「わがまちの上水道」「わがまちの上水道」  シリーズ シリーズ 

給水人口（人） 
平成1 6年度  項 目  平成1 7年度  

59,63160,273
17,997 17,698
99.4

58,187
給 水 件 数  

平成1 5年度  

17,356
99.4普及率（％） 99.4

水道事業収益 
平成1 6年度  項 目  平成1 7年度  
1,496,2941,480,686

1,128,428 1,122,490
352,258

1,472,011
　 営 業 収 益  

平成1 5年度  

1,097,873
374,138　営業外収益など 373,804

資 本 的 収 入  
平成1 6年度  項 目  平成1 7年度  
837,987497,999

962,726 1,325,857
475,817

資 本 的 支 出  

平成1 5年度  

759,592

【業務量の推移】 

【財政状況の推移（収益的収支〔税抜〕】 

【財政状況の推移（資本的収支〔税抜〕】 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

　【概要】 
　水道では、給水人口の増加と生活様式の多様化に 
対応するために平成9年度から上水道第7次拡張事業 
を計画的に進めております。さらに安全・安心で安 
定した水道水供給を図るため、老朽化した配水管の 
布設替工事などを計画的に施行いたしました。 
　平成17年度の水道事業の経営状況は、費用に対す 
る営業収益（主に水道料金）の不足分を基金の取り 
崩しによる営業外収益などで補填する一方、費用の 
適正な執行に努めた結果、増益を確保することがで 
きました。基金の取り崩しがなければ、2億3,500万円 
の赤字となっております。 
　※平成18年度の決算状況は、市議会の認定後、 
　　平成20年1月号でお知らせする予定です。 

1,466,267 1,494,299
14,419

水道事業費用 1,466,488
5,523損 益  1,995

※営業外収益などは主に基金からの取り崩し額 

【問合せ先】業務課（�62-0414） 

市
消
防
本
部
は
、
１１
月
９

日
�
か
ら
１５
日
�
ま
で
秋
の

火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま

す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

暖
房
器
具
や
焚
き
火
な
ど
火

気
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
、
火
災
の
発
生
を

防
ぎ
、
死
傷
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
市

消
防
本
部
で
は
防
火
指
導
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
積

極
的
に
参
加
し
て
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知

市
は
「
は
た
ち
の
言
葉
一

筆
啓
上
」
と
し
て
、
新
成
人

を
対
象
に
、「
２０
年
を
振
り

返
り
、
今
、
思
う
こ
と
」
や

「
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
伝

え
た
い
こ
と
」「
成
人
と
な

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
権

利
・
義
務
（
選
挙
権
な
ど
）

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
は
、
成
人
式

式
典
（
平
成
２０
年
１
月
１３
日

�
午
後
１
時
か
ら
）
で
表
彰

し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す

る
、
昭
和
６２
年
４
月
２
日
か

ら
同
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

応
募
方
法
＝
作
品
と
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

成
人
式
案
内
状
の
出
欠
返
信

２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分
署

（
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６５
・
０
１
１
９
）

識
を
持
ち
、
実
践
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守

る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
…
▼
寝
た
ば

こ
は
絶
対
や
め
る
▼
ス
ト
ー

ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
す

４
つ
の
対
策
…
▼
逃
げ
遅

票
（
１１
月
中
旬
発
送
予
定
）

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い

作
品
は
、
句
読
点
を
１
字

と
し
て
２
０
０
字
以
内
と
し

ま
す
。
詩
・
文
な
ど
の
形
式

は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
期
間
＝
１１
月
１
日
�

〜
３０
日
�

応
募
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
９
３
、
�
６４
・
１

３
９
０
）

普賢寺小学校は、市内どこからでも就学で
きる特認校の児童募集にあたり、見学会と説
明会を開きます。
開催日＝11月24日�
時間＝▼見学会…午前9時40分～午後0時20
分▼説明会…午後2時～3時

①車で来校の場合は、運動場に駐車してく
ださい②玄関で受け付けを済ませてください
③当日都合がつかない場合は、学校へご相談
ください④就学を希望する保護者は、後日個
別に学校長との面談があります
申込・問合せ先＝普賢寺小学校（�65-0053）

れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
▼
寝

具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
▼
火
災
を
小
さ
い
う

ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
▼

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用

い
た
救
急
蘇
生
法
の
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

【
１１
月
２１
日
�
】

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
２０
人

【
１２
月
１
日
�
】

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

定
員
＝
１０
人

【
時
間
】

午
前
９
時
〜
正
午

【
参
加
費
】

無
料

前
日
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。【申

込
・
問
合
せ
先
】

▼
消
防
署
（
�
６３
・
１
１11月24日に特認校の説明会普賢寺小

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

９
〜
１５
日
　
秋
の
火
災
予
防
運
動

２０
歳
に
な
っ
て
思
う
こ
と
を
言
葉
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

一筆啓上

三山木小で全国地域安全運動 

自主防犯の意識高める 
三山木小で全国地域安全運動 

自主防犯の意識高める 

１０
月
１６
日
、
綴
喜
地

域
交
通
安
全
推
進
委
員

協
議
会
（
上
村
善
彦
会

長
）
と
綴
喜
交
通
安
全

協
会
京
田
辺
支
部
（
片

岡
博
正
支
部
長
）
が
田

辺
小
学
校
へ
登
下
校
で

使
う
横
断
旗
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
こ
の
横
断
旗

は
、
制
作
費
を
抑
え
る

た
め
わ
ざ
わ
ざ
旗
を
染

め
た
手
作
り
の
品
。

田
辺
小
学
校
の
ほ
か

市
内
の
小
学
校
９
校
分

あ
わ
せ
て
１
６
２
本
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

黄
色
の
横
断
旗
で
交
通
安
全

横
断
旗
を
受
け
取
る
子
ど
も
た
ち

㊤
警
官
扮
す
る
不
審
者
が
下
校
中
の
子
ど
も
に
声
を
か
け
連
れ
去
ろ
う
と
す
る
場
面
を
想
定
し
て

行
わ
れ
た
防
犯
教
室
㊧
三
山
木
幼
稚
園
の
児
童
が
平
安
騎
馬
隊
に
騎
乗
体
験
。

綴喜防犯推進委員連絡協議会は、10月16日、三山木
小学校で全国地域安全運動を行い、幼稚園の部では平
安騎馬隊の騎乗体験、小学校の部では防犯教室を開き
ました。同協議会が、毎年開いているもので、今年は
三山木支部（中嶌正支部長）がメーン会場となり、
「みんなでつくろう安心の街」をスローガンに自主防
犯意識を高めるため、園児約60人、児童約260人、防
犯推進委員約40人、周辺住民約60人が参加しました。
騎乗体験では、園児たちが一人ずつ馬に同乗し、辺
りを一周。下馬してからは横断歩道で馬が停止したこ
とを確認し、手をあげて渡っていました。また防犯教
室では、警官が不審者を演じ、下校中の子どもを連れ
去る設定で安全に逃げることと通報するポイントを確
認しました。この後、同志社大学の応援団・チアリー
ダー部・吹奏楽部の演舞が披露されました。
防推協の村雲宣照会長は、「場所の制限はあったが、
多くの人に参加いただき、意義ある活動ができた」と
話していました。


